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最高裁は託送料金訴訟判決を慎重に審理していると思われます 
 

２０２６年８月１８日 
グリーンコープ共同体 

 
（１）託送料金訴訟は、昨（２０２５）年２月２６日の控訴審判決後、共同体理事会での

真摯な検討をおこなって最高裁へ上告すると判断し、３月１０日に「上告状」を、５

月２日に「上告理由書」と「上告受理申立理由書」を提出し、６月２５日に最高裁第

一小法廷より「記録到達通知書（今後は当法廷で審理するとの連絡）」が届き、その

審理となっています。 
（２）最高裁の審理は地裁や高裁と違って、双方のやり取りは無く、国の反論があれば提

出され、それらを見て裁判官が熟考し、控訴審判決を取り消すか、あるいは、そうな

らないかが判示されます。その間、市民が傍聴できるような審理がもたれることはな

くて、後者、つまり私たちの主張が認められないときは、ある日その判断が伝えられ、

前者、つまり控訴審判決がおかしいのでないかと考えられるときは、その日以降に双

方が出席する期日が設けられることが多いとのことです。そのいずれかが示されるま

で早ければ半年、多くの事例では１年前後であるとも聞いています。 
（３）私たちが上告理由書を届けてから１年３ヵ月が過ぎ、最高裁から記録到達通知が届

いてからもうすぐ１年２ヵ月となりますが、今もまだその判示は出ていません。そう

したなか、託送料金訴訟に関心を寄せてくださる多くの皆様から、「判決はまだです

か？」「最高裁から忘れられているのではないか、心配でならない」などの声が届け

られています。 
（４）昨年最高裁に上告して以降、さまざまな社会的な運動をとおして、グリーンコープ

が託送料金訴訟に取り組んできたことの意味や意義をグリーンコープ以外の多くの方

に伝えることができたことで広く理解が進み、託送料金裁判の判決がまだ出ていない

ことへの上のような問いかけがあっている面もあります。 
（５）私たちは最高裁の判断が示されたら直ちに内外に報告を行ってこれからにつなげよ

うと考えていて、昨年６月に上告に関する『共生の時代号外（ご参照ください⇒ 
https://www.greencoop.or.jp/kyousei/pdf/kyosei202506gai.pdf）』を発行して以降、

組合員や託送料金訴訟を支える会の皆様、関心を寄せてくださる皆様へ、この間、そ

のように待っているということをご報告できておりませんでした。たいへん申し訳あ

りません。 
（６）私たちが渾身に最高裁へその信を問うたことについて、最高裁は慎重に審理をして

いるであろうと思います。その判示を引きつづき待ちます。また、それが出されたら、

すぐに皆様にお知らせする準備を整えていきます。期日が設けられることになった場

合はその傍聴も呼びかけていきます。あわせて、この訴訟の１０年にわたる取り組み

をまとめ、次に向かう備えをしていきたいと考えています。 
 

以上、よろしくお願いいたします。 
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